
 

平成24年度 シラバス 
学年・期間・区分 ４年次 ・ 通年 ・ A群 

対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，土木工学科 

英 語 Ⅳ 

（English Ⅳ） 

担当教員 塚崎 香織（Tsukazaki , Kaori） 

仮屋 衣里（Kariya , Eri） 

教員室 塚崎： 図書館２階（TEL：0995-42-9061） 

仮屋： 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 

E-Mail 塚崎： tukazaki@kagoshima-ct.ac.jp 

仮屋：  

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ ２単位 

週あたりの学習時間と回数 〔授業（100分）＋自学自習（80分）〕×30回 

〔本科目の目標〕 実用英語能力の向上を目指し、一例として TOEIC に対処できるリスニング、および語彙力、構文、読解等の

学習強化をはかる。 

〔本科目の位置付け〕 3年次までの英語の復習および発展・強化を主軸とする。 

〔学習上の留意点〕 予習・復習を十分に行い、各自、語彙力、文法力、読解力、リスニング力の強化のため、日々英語学習に取り組むこ

と。なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指示内容について80分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 

〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

1．接尾辞 

2．単語の成り立ち 

3．複合名詞 

 

－前期中間試験－ 

 

4．接頭辞 

5．同義語・反対語 

6．慣用表現(1) 

 

  ―前期期末試験－ 

 

試験答案の返却・解説 

 

7．分詞 

8．句動詞(1) 

9．形容詞・副詞  

 

－後期中間試験－ 

 

10．慣用表現(2) 

11．句動詞(2) 

12．コロケーション 

 

－後期期末試験－ 

 

試験答案の返却・解説 
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□ 接頭辞が理解できる。 

□ 単語の成り立ちが理解できる。 

□ 複合名詞が理解できる。 

 

授業項目1－3について達成度を確認する。 

 

□ 接頭辞が理解できる。 

□ 同義語・反対語が理解できる。 

□ 慣用表現が理解できる。 

 

授業項目4-6について達成度を確認する。 

 

試験において誤った部分を理解できる。 

 

□ 形容詞としての分詞の用法について理解できる。 

□ 句動詞について理解できる。 

□ 形容詞と副詞について理解できる 

 

授業項目7-9について達成度を確認する 

 

□ 慣用表現が理解できる。 

□ 句動詞について理解できる。 

□ コロケーションについて理解できる。 

 

授業項目10-12について達成度を確認する。 

 

試験において誤った部分を理解できる。 

テキストの演習問題を解くこと。

具体的には、単語や語句を調

べ、英文の内容を理解し、リス

ニングを行うこと。 

〔教科書〕 Target Score Second Edition (Student’s Book with Test Pack) (Cambridge University Press) 

〔参考書・補助教材〕 プリント、600選、英和辞典、和英辞典 

〔成績評価の基準〕中間試験及び期末試験(70％) + 小テスト・提出物(30％)－ 授業態度(上限10％) 

〔本科（準学士課程）の学習・教育目標との関連〕 2－b , 4－b 

〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕 2－3, 4－3 

〔JABEEとの関連〕 (a) , (f)   

Memo  

 

 

 

 

 


